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「喫煙による健康被害」
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様々な因子の影響を統計学的に補正して分析した結果、喫煙が寿命を縮める最も大きな原因であることが判明してい

ます。

タバコの煙からは、現在７０種類以上の発がん物質が検出されています。喫煙は、肺がん以外にも全身10ヵ所のがんと

因果関係が「確実」であることが判明しています。がんの他にも脳卒中、虚血性心疾患（心筋梗塞や狭心症）、慢性閉塞

性肺疾患、早産、胎児発育遅延などの疾患とも因果関係が「確実」と判明しています。

また、受動喫煙でも、肺がんを始め脳卒中、虚血性心疾患、喘息、乳幼児突然死症候群などが引き起こされることが

「確実」であると判明しています。


